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　第 1 図及び第 2 図は駿河湾西側の一次基準点測量の結果による水平歪を会報 28 巻に報告した

ものと合せて示している。第 1 図は一次網と明治の比較である。会報 28 巻で竜爪山から八高山

へかけての大きな歪が注目されたが，今回その西側にも比較的大きな歪が見出された。

　第 2 図の最近の 8 年間における歪は全体的に小さい。

　第 3 図は御前崎放射基線測量結果である。1974 年以来坂部～高草山は変化なし，坂部～御前

崎，坂部～横岡は量的には小さいが収縮している。

　第 4 図は御前崎精密変歪測量結果である。特に有意な変化はない。
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第 1 図　東海地方の水平歪
Fig. 1　Horizontal strain in the Tokai district （1981-82 - 1885）.
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第 2 図　東海地方の水平歪
Fig. 2　Horizontal strain in the Tokai district （1981-82 - 1974）.
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第 3 図　御前崎放射基線測量結果
Fig. 3　Results of radial base line strain measurements in the Omaezaki area.
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第 4 図　御前崎精密変歪測量結果
Fig. 4　Results of precise distance measurements at Omaezaki short base lines.
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